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研 究 ノ ー ト

浜松 の企業 と風 土の研 究(そ の1)

伊 藤　正　憲

要　旨

　浜松の23の 企業にインタビューを行った。それに基づき浜松の産業の変遷、企業の興亡、それ

らの根底にある風土と精神を整理すると、①戦前からの鋳物技術に加え、軍需の時代に特殊鋼を

削る技術が定着し、このふたつの技術を基に戦後のオートバイ産業と自動車産業が発展した。②

戦後、ヤマハが楽器の電子化に乗り出したことにより電子産業が根づいた。③激しい地域内企業

間競争、現場主義のものつくり、開放的でよそ者を受け入れる風土、が浜松の特色であり、この

なかから世界を制覇する企業が生まれた。④今後、アッセンブリー産業の比重は低下し、中堅ク

ラスの企業が並立する時代が来ると予想されている。そのモデルとして現在の中堅企業をみる

と、ニッチ市場をターゲットとしている点が大手と異なるが、ものつくり精神は共通である。⑤

ベンチャーでは大企業スピンアウト組の活躍が 目立っている。彼らのターゲット市場はよりニッ

チであり、企業間関係も競争から協力に重点が移っている。また支援の風土が彼らの創業と成長

を助けている。

キーワード　 浜松、世界企業、ものつくり、風土

1　 はじめに

　 浜松 とその周辺か らトヨタ 、ホンダ、ヤマハ、

カ ワイ 、スズキ といった世界 的な大メーカーが 出

現した。 高柳健 次郎 は浜松高等工業の研究室で世

界に先駆 けて画像送信の実験 に成功し、その技術

を受け継 いだ浜松ホ トニクス は光産業で世界の最

先端を行 く。他 にも木 工機械の庄 田鉄工所、平安

コーポレーショ ン、光ピックアップ ・光ディスク

検 査装置 のパルステック 工業 、マーキングペン先

のテイボ ーな ど、それぞれの分野で世界をリード

する企 業がこ の地に生まれた。ではなぜ浜松から

かくも 多くの世界企業 が生まれたのだろうか。ま

たいまも 世界 に羽 ばたこうとする企業が生まれ続

けているのだ ろうか。

　 浜松の主力産業は輸送用機器(自 動車、オート

バ イ)、 電子機器 、一般機 械 、楽器 である。 しか

し、アッセンブ リー産業 はアジア 、特 に中国の追

い上げに会い、大手メーカー は生産拠点を海外 に

移している。 浜松 においてもアッセンブリー産業

のシェア低 下は必 至とみ られている。では次 に浜

松を 牽 引する産 業 は何か 。大 手ア ッセ ンブ リー

メ ーカーを頂 点とするピラミッド構造が崩れると

すれば、新 しく生まれる企業 間関係 はどのような

も のか。

　今 回、浜松 商工会議所 と(財)静 岡総合研究機
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構の協力を得て23の 企業 にインタビュ ーす るこ と

ができた。それぞれ大手、 中堅、ベンチャ ーのな

か で浜 松を 代表す る企 業で ある 。そ のイ ンタ ビ

ュー結果を基 に以上の問題 を考えてみたい。1)

II　浜松の企業と産業:戦 後の変遷と現状

1　 インタビュー企業の概要

　 23の 企業のなか にはヤマハ、スズキ といった 大

企業もあれ ば、全国的には名の知られ ていない小

企業もある。若い企業を多く訪問したいと考えた

ため 、数としては若い小さな企業が多い。創業年

次別 に、戦前5社 、1950年 代5社 、60年 代1社 、

70年 代2社 、80年 代4社 、90年 代5社 である(表

1)o

　業種的には製造業が13社 、非製造業が10社 であ

る。80年 代以降創業の企業は大半がソフトウエア

等の非製造業である。若い企業への訪問にあたっ

ては浜松商工会議所に協力をお願いした。また訪

問先企業から紹介を受けたところもある。したが

って訪問先の選択が商工会議所あるいは特定企業

表1　 イ ン タ ビュ ー 企 業 一 覧

創業年 会社名 業　種

(戦 前)　 1888年 ヤマハ㈱ 楽器・電子機器

1907年 大和染工㈱ 染色整理
1909年 スズキ㈱ オ ー トバ イ ・ 自動 車 ・ 同付 属 品

1916年 ㈱ソミック石川 オ ー トバ イ ・ 自動 車 ・ 同付 属 品

1939年 ㈱ 平 安 コ ー ポ レ ー シ ョ ン 木工機械

(50年 代)1950年 浜松信用金庫 銀行
1950年 ㈱桜井製作所 工作機械

1953年 浜松ホトニクス㈱ 電子部品・デバイス等電気機械器具

1955年 ヤマハ発動機㈱ オ ー トバ イ ・船 舶

1959年 オーム電気㈱ 産業用機械器具

(60年 代)1969年 パルステックエ業㈱ 電気計測器

(70年 代)1972年 ロ ー ラ ン ド ㈱ 電子楽器
1977年 ㈱浅沼技研 オ ー トバ イ ・ 自動 車 ・ 同付 属 品

(80年 代)1981年 ロ ー ラ ン ド デ イ ー.ジ ー ㈱ 電子応用装置
1984年 ㈱ ア ル モ ニ コス ソ フ トウ エ ア

1987年 ㈱ ス ペ ー ス ・ク リ エイ ショ ン 機械設計
1988年 ㈱ リ ム コ ー ポ レ ー シ ョ ン ソ フ トウ エ ア

1989年 平成技研㈱ 土木建築サービス

(90年 代)1993年 ライト技建㈱ 土木建築サービス

1995年 ㈲ ア イ ア コス ソ フ トウ エ ア

1996年 ㈱セリオ その他の機械器具卸売

1997年 ㈱アメリオ ソ フ トウ エ ア

1998年 ㈱ ア ー ル テ ッ ク ソ フ トウ エ ア

1)本 稿はサントリー文化財団の助成研究「風土が創り出す技能:技 能形成における歴史的、文化的、地理的影響

　 に関する地域モデルの研究」に基づく。



との親密度 によ り左右されている面があろう。し

かし実際に訪 問してみて 、これ ら若い企業が確か

にいま及 びこれか らの浜松を代表する企業 に違い

ないと感 じた。

　 それは第一に、多く が製造業を支援する、ある

いは製造 業に近いサービス業であることである。

ソフトウエア4社 のうちアルモニコスとアメリオ

は3次 元CAD関 連 のソフト 開発を主力業務とし

ており、アールテックもそれを行っている。アイ

アコス はソフ トウエア業であるが、 開発したシス

テ ムを組 み込んだ機器を 自社でつくっており、製

造業と呼んでも おか しくない。機械設計のスペー

ス クリエイショ ンも設計した機械を 自ら製作し、

納入 する。彼 らはいずれも情報技術の進歩 により

開かれたも のつ くりのフ ロンティアで活躍する企

業なのである。

　 第二に、大半が研究 開発型の企業である。平成

技研 とライ ト技建 は建設 関連の企業である。しか

し通常の建設 関連企業 と異な り、新工法の開発に

力を 注いで いる 。浜 松で は建設 関連 にも ベン チ

ャー企 業がいる。

　 以下、大手、中堅 、ベンチャーと分けてインタ

ビュー結果 を纏 める。

2　 1丿一 ダー企 業と産 業の変遷

　オ ートバイ と楽器 と繊維のまちといわれた浜松

であるが、繊維 は1960年 代 にトップ産業の地位 を

輸送用機 器に譲 り、楽 器も90年 代 にシェアを落と

している。いま の浜松をリードする産業は、輸送

用機器 、電気機 器、一般機械である。そして浜松

の特色は、浜松 の企業 自らが産業の成長と変化を

推 し進 めてきたこ とである。したがってヤマハ、

ス ズ キとい った 地元 企業 の足跡 を 辿るこ と によ

り、どのようにして産業 が変遷してきたかをみる

ことができる。
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　ヤ マハ は戦前に楽器メ ーカーとして確 固たる地

位 を築いていたが、戦後 、オートバイの生産 に乗

り 出し(1955年 にヤ マハ発動機 を設立)、 エ レク

トロニクス の分野にもい ち早く進 出した。ヤマハ

が浜松の産業に与えた影響 はすこぶる大きい。パ

ル ステック 工業の木 下達夫社長 によれ ば、「浜松

の電気 ・電子 産業の源 はヤマハである。そこから

すべて が出ている」。 平安コ ーポ レーショ ンの鈴

木通友社長 によれ ば、「ヤマハ との仕事が転機 と

なった。 ヤマハ はピアノやオルガンをつくるため

の超 一流 の機械(ア メリカ製 、ドイツ製)を 持っ

ていて、外貨規制 の関係もあったろうが、こうい

う機械 をつくれないか と言ってきた。ヤマハの指

導を受けながら、機械を分解せず に見るだけでつ

くった。 一号機 は三ヶ月で返 品、改 良を重ねて5

台、10台 と注文が来るよう になった」。

　ス ズ キ は繊 維機 械 で大き な成 功 を納 めてい た

が、早くも 戦前に 自動車 の試作 に乗り 出し、戦後

はオ ートバイ と軽 自動車 のメーカー に生まれ変わ

った。99年 度 の売上15,200億 円 連結)、 ヤマハ、

ヤマハ発 動機 を上回る浜松最大の企業である。

　 浜松ホトニ クス は光産業で世界の先端を走る。

高柳健 次郎が浜松 高等 工業 時代 に開発したテレビ

技術 を基に光の原理 を追求し続 け、研究の範囲は

稲 の早期 育成 ある光をあてる と速く成長する)、

癌や アル ツハイマ ーの早期発見な どにも広がって

いる。売 上高は450億 円(2000年9月 期)で ある

が、その技術 力と応用分野の広さから(特 に将来

の)リ ーダ ー企 業とい えよう。

　今 回、幸 い にも ヤ マハ 、ヤマ ハ発 動機 、ス ズ

キ、浜松 ホトニクス を訪 問するこ とができた。イ

ンタビューの内容 は多岐 にわたるが 、産業の変遷

についてのポイ ントは次 の三つである。

①昭和に入 る頃か ら軍需産業 が大きくなり、それ

までの織機製 造やピアノフレームの鋳物技術 に加
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え、鉄(特 殊鋼)を 削る技術が定着した。こ のふ

たつの技術を基礎 に戦後のオートバイ 産業と 自動

車産業が発展した。

②ヤマハの川上源一が昭和28年 に欧米を視 察し、

家 内工業の楽器メーカーが落ち込んでいること、

エレクトーンや電気ギターが台頭しているこ とを

見た。これがヤマハの事業多角化路線 、楽器電子

化 路線 の 出発 点で ある 。電 気技 術や プラス チ ッ

ク ・グラスファイバー技術の開発が進 み、後者 が

ボー ト、スキー、ラケットにつながっ た。 電子 で

は電子オルガン用のトランジス タを開発 したこ と

がその後の半導体技術につながった。 また ピア ノ

の生産 に 自動車の生産方式を導入し、そ の量産化

に成功した。

③ しか しい ま浜松 の製 造業 は 曲が り角 にき て い

る。「も とも とピアノ は重 くて輸 出商品ではなか

ったが 、川上源一が輸 出商品にした。 まわりま わ

って韓 国が追い上げ、 中国が猛烈な勢 いで伸 びて

いる」(ヤ マハ　 鈴木重文監査役)。 ヤ マハ発動機

の長谷川武彦会長もも のつくりが難 しい局面を迎

えて いる こ と を語 る:「 今 後も 基 本 はオ ー トバ

イ。ただし 中国のパワーとの競争になる。も のつ

く りの競争力を見極め、も のつくりのどの部 門を

残すかが鍵となる。現場のすべてを残 すこ とには

な らな い」。 スズ キの鈴 木修 会長 によ れ ば、「今

後 、アッセンブリー産業のウエイ トは低 下して い

く だろ う。従 業員1000人 以上 の大企 業が産 業 を

リ ードする時代か ら、100人 程度 の規模 の企業 が

並立する 時代 に移っていくだろう」。

　次 に、これらの企業を世界企業に押し上げた原

動力 と背景 については、以下の3点 が浮か び上が

る。

①熾烈なライバル間競争

　オートバイ産業の勃興期に浜松に約40社 、ピ ア

ノ産業 に同じく約30社 が参入した。こ れにより短

期 間に一大産業集積が生まれ、浜松はオ ートバイ

とピアノの世界最大の産地となった。ここでトッ

プ になれ ば世界のトップ になれた。淘汰に生き残

ったのがオートバイでホンダ、ヤマハ発動機 、ス

ズキ 、ピアノでヤマハ、カワイ である。

　競争 はその後もつづいた。オートバイ では1980

年代前半 にHY(ホ ンダ ・ヤマハ発 動機)戦 争 が

起こった。ヤマハ発動機が業界トップの座 をホ ン

ダか ら奪うため に挑んだ販売競争 にホンダ が真 向

か ら受 けて立ち、激しい乱売合戦の末に在 庫が山

のよう に積みあがった。結局、ヤマハ発動機 はト

ップの座を奪えず、大きな傷を負った。スズキ は

この戦争 に加わらず、早めに生産の大幅削減 を実

施し 、難を逃れた。

　楽器 におけるヤマハとカワイ の戦いも壮 絶であ

った。カワイ はヤマハからスピンアウトした河合

小市 が1927年 に創業。 当時ヤマハは、労働争議 に

よ り業績 が極端 に悪化し、再建のために地元出身

の川上嘉市が請われて社長に就任していた。川 上

嘉市 はヤマハ 中興の祖 といわれ、学校の教科書に

載る ほどの郷土の偉人である。その後を継 いだ川

上源一 は多角化路線を推し進め、今 日のヤ マハ と

ヤマハ発動機の礎をつくった。二人とも名 経営者

である。しかし特 に川上源 一がカワイ にか けた圧

力 は強烈で、地元財界があまりにかわいそ うだ と

カワイ の味方 についた ほどであった。「ヤマハ に

は楽器 について 、需要が限られているからゆっ く

り刈 り取るという哲学があり、定価 販売を変えな

かった。この 隙を河合さんが突いた。これが逆鱗

にふれ 、カワイをつぶそうとした。ヤマハ 特約 店

をつくってカワイの販売網を断ち、カワイ は直売

網 をつくった。 」血みどろ の戦いだった 」(ヤ マハ

鈴木重文監査役)。

　競争 は資本主義社会 につきも のであるが、相 手

が地元だと余 計に闘志 が湧 くようだ。「同じ村 の



なか にいるか らライバル意識 が強くなる。どこで

も そうで、マラソンや駅伝のライバル 関係 にも 同

じ傾 向がみられる 」(ヤ マハ　柳 沢諭 経営企 画室

次長)。 ス ズキ はHY戦 争 には加 わらな かっ た

が、ヤマハ を追 い抜くた めに懸命の努力を重ねて

きた。「昭和33年 に入 社した とき 、スズキ 、カ ワ

イ 、 日本形染 、エンシューが ほぼ同じ規模で、ヤ

マハ(日 本 楽器)だ け突 出していた。ヤマハは無

借金 で高級志 向だった。川上家の発想は、化粧品

だと千 円より1万 円の方を買う 、高級 品でなけれ

ば駄 目というも のだった。街で大手を振って歩い

ているのはヤマハの社員で 、われわれは小さくな

っていた。いま に一番 になってやるぞと思った」

(ス ズ キ　 鈴木会長)。

②現場主義

　「静 岡西部 からトヨタ 、ホンダ 、ヤマハな どの

世界企 業が出た が、浜松 の創業者はいまでも現場

の人が多い。ビジネスだ けが分かっている人とは

違う強さがある。 山葉寅楠も 時計職人であった」

(ヤ マハ　鈴木 監査役)。 浜松 はブルーカラーのま

ちといわれる。 大都市や県庁所在地と異なり、こ

こでは生産労働者 と技術者が主役である。技術者

は分類 上はホワイ トカラーであるが、 日本の多く

の技術者 がそうであるよう に、浜松でも生産現場

からたた き上げた技術者 が多い。彼ら にホワイト

カラ ーの意識 は薄い。

　 浜松の技術者養成 に貢献大であったのが浜松高

等工業(現 静岡大学工学部)で ある。「教育では、

浜松 高等 工業学校(後 の静 岡大学工学部)が 大正

11年 に創 立されたこ とが大きかった。これはドイ

ツのマイスター制度を勉 強して 、専 門技術者を養

成 するた めにつ くられた。もし静 岡に高等工業が

でき、浜 松に 旧制高校 ができていたら、本 田宗一

郎さん は静 岡に行っ ていたかも しれない」(ス ズ

キ　鈴木 会長)。
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　 浜松にはできそう にないものでもと にかくつく

ってみたらできた 、それを繰 り返しているうち に

トップになっていた 、という企業が多い。その代

表とも いえるのが浜松高等 工業を母体 に生まれた

浜松 ホトニクスである。

「高柳健 次郎 先 生 は浜 松 高等 工 業で 大 正12年

に、ラジオ で音を送れる のな ら絵も送れるだろう

との発想 で、テ レビ をや り始 めた。3年 かかって

光電変換 を実現した。手本がなく手探りの挑戦で

あった。 当社 の創業者堀 内平八郎が高柳 門下でや

り方も 高柳流。 とにかくやってみるかとやってで

きたのが分析 用光電管。大手メーカーが 同種のも

のをつくっていた が、それ らは異常現象が起きて

使 い物にならなかった。次 に光電子倍増管の注文

がきた。こ れはアメ リカ に はあった。 最初 は100

本つく って5本 が使 える状 態だっ たが 、1、2年

で不良品がなくなった。 工場でっくり悪いところ

は工場で直した。以後 、オーダーメイドの注文が

いろいろきて、そ の都度 良いものを納めた。高柳

先生から、研 究室で 実験道具をつくれて一人前と

教えられた。 いまもコンピュータだけをたたいて

いる人にイ ノベ ーティブなこ とはできない。全身

全霊で 取り組め ば火 事場の馬鹿力 が 出る」(浜 松

ホトニクス　 晝馬輝夫社長)。

③開放的な風 土:出 世城 の歴史

　 浜松に世界的な企業 とそれを産み育てた個性的

な経 営者 が現れた背景 として 、多くの方が浜松の

開放 的な風土とそ の起源 としての浜松城の性格を

あげた。「浜松城 は江戸時代 に出世城であっ た。

あちこちの大名 がいったん浜松 に来て、その後 に

江戸に行 って出世 した。25人 も藩主が交替した。

そのた め開放的な風 土が根 づいた」(ス ズ キ　 鈴

木会長)。「創 業当初 、金 がなかった。松下の人が

きて接待 しようにも料理屋 に払う金がなかった。

しか し料 理屋 のお上 さん がこち らの顔をじっと見
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て、あるとき払いの催促 なしでOKし てくれ

た。これは浜松では珍しいことではない。浜松城

は出世城で殿様も家来も江戸で偉くなった。偉く

なってから浜松にお返しをした。浜松は新参者を

大事にする。少なくとも差別しない」(浜 松ホト

ニクス　 晝馬社長)。

　歴史のある地域には固有の文化が生まれ、そこ

ではよそ者が排除されがちである。経済的には、

よそ者や新参者が増えれば競争が激しくなるか

ら、さらに競争のルールが乱されがちであるか

ら、既存企業はその参入を嫌うはずである。しか

し浜松では、野心のある大名がまずここに移り、

ここで実績をあげて江戸の要職に就き、地元にお

返しをしたため、よそ者や新参者が歓迎されるべ

き存在となった。「ヤマハが電子ボード業を確立

したとき、ローランドが浜松に来て金と雇用機会

を持ってきた。産業基盤がより強くなるというこ

とで、ヤマハも歓迎した」(ア メリオ　三浦曜社

長)。

　実 際、浜松 には地元 出身でない経営者 が多

い。2)リーダー企業をみても、ヤマハの創業者山

葉寅楠は和歌山県の出身、長崎で時計技術を学

び、大阪で医療器械の修理に携わり、浜松病院に

請われてこの地に来た。あるときオルガンの修理

を頼まれたのがヤマハ創業のきっかけである。浜

松ホトニクスの創業者堀内平八郎は長野県の出

身、進学先が浜松高等工業であった。現在では、

スズキの鈴木会長が岐阜県、ヤマハ発動機の長谷

川会長が名古屋市の出身である。地元だけでは人

材の供給に限界がある。浜松は、東京や大阪など

に比べれば他地域からの流入が少ないだろうが、

開放的な風土のなかで彼らも伸び伸びと活躍でき

た。新参者も見込みがあれば助けてもらえた。こ

のような風土が経営人材のすそ野を広げ、スケー

ルの大きな経営者を生み出した。

　 また出世城の歴史は強い上昇指向を植えっけ

た。「浜松に来た人は探究心、向上心が強く、成

果をあげて出世している。出世城であったことが

浜松のDNAと して残っている」(浅 沼技研　浅

沼進社長)。 上昇指向の行き先は江戸時代には江

戸であったが、明治以降は世界である。 山葉寅楠

は1899年 に河合小市とともにピアノ製造法を学ぶ

ために渡米し、翌年に国産ピアノの製造に成功、

1907年 にはセントルイスの米国大博覧会にピアノ

とオルガンを出品し名誉大牌賞を得た。川上源一

は戦後まもない時期に自ら欧米を視察しただけで

なく、優秀な人材を次々に米国に留学させた。

「世界に通用しないものは商品と言わない、とい

う哲学が川上源一にあった」(ヤ マハ発動機　長

谷川会長)。 スズキの前身である鈴木式織機株式

会社は戦前にサラン織機を大々的に輸出し、東南

アジアでは「スズキ」が織機の代名詞となった。

いまも浜松の主力製品の多くが世界市場を対象に

している。しかも大手だけでなく中堅も商社を通

さず 自前で海外営業を行っている。グローバル化

は浜松では以前から当たり前のことであった。

3　 中堅クラスの トb.1企 業

　浜松 にはある分野で世界あるいは 日本のトップ

に位置する企業が多い。上にあげたリーダ ー企 業

もそうだし 、大手以外 にもNo.1企 業が数 多く存

在する。大手アッセンブリーメ ーカーに替わっ て

これ からの浜松 をリードす る100人 規模 企業 、の

ひ とつのイメージは、 中堅クラスのNo.1企 業で

2)坂 本光司らの調査によれば、研究開発型企業や近年に創業した企業の経営者のうち、約1/4が 浜松地域以外の出

　 身者である。大都市には地域外の人材が絶えず流入するが、浜松のような 中都市に外部出身者が多いのは稀な

　 ことであろう。坂本光司〔1〕p.53



あろう。 ではいま既 に中堅のクラス に到達してい

る企 業はどのよ うにして技術を磨き、市場を獲得

し、No.1に なったのだろうか。

　平安コ ーポ レーション 、パルステック工業、ソ

ミック石川 、ローランドを取 り上げる。平安コー

ポレーションは木 工機械 、パルステック工業は光

ディス ク ・光ピックアップの計測機 器、ソミック

石川 は 自動車部 品のボールジョイント、ローラン

ドはシンセサイザー のトップメーカーである。ソ

ミック石川 とローラン ドは量産型メーカーである

ため従業員数 が1,000人 を越 える。通常の分類 で

は大企 業である が、ここで は上 にあ げた大手 に続

く 中堅ク ラス の企業 として考察する。これら企業

は業種も タイプ(量 産型か受注生産型か)も 異な

る。 また わずか4社 の事例である。したがって、

共通項を探るだ けでなく 、1社 だけの事例でも 重

要と思われる点 を挙 げること とする。

①ニ ッチ 市場 の取り込み

　4社 は業界で はもちろん大手であるが、その業

界の市場 規模 はいわ ゆる大手 が参入する には小さ

い。 ローランドとヤマハ はとも に電子楽器 を製造

している が、ローランド はヤマハと直接競合しな

い製 品をつくってきた。また ローランドは国 内の

楽器販 売網 がヤマハ とカワイ に押さえられている

ため、主に海外で売上を伸 ばしてきた。

②大手との信頼 関係

　ローラ ンドを 除く3社 は機械や部 品をメ ーカー

に納める企 業であ り、納入先の大手メーカーの信

頼を得る ことによ り成長した。平安コーポレーシ

ョンがヤ マハ との取 引をきっか けに発展したこと

は既 に述 べた が、パルステック工業 にとってはヤ

マハ とソ ニー、ソミック石川 にとってはトヨタと

の関係 が重要であった。

③海外技術 、海外営業

　平安コ ーポレ ーション とソミック石川は海外の

京都女子大学現代社会研究　　99

進んだ技術 を導入するこ とによ り技術力を伸 ばし

た。 平安 コーポレーションの鈴木社長 によれ ば、

「アメ リカ 、ドイ ツ を ベ ース にした の が 良か っ

た。 日本オ リジナルでやった ところ は全部駄 目だ

った」。 また 同社も 商社 を通 さず 自前で海外 営業

を行 っている。そ のた め海外の市場や技術の情報

をいち早くつかま えるこ とができる。ソミック石

川は当初 、ボ ールジョイン トを海外の真似をして

つく って いた が、特 許 に抵触 する ので ドイツ の

ボール ジョイ ント・メーカー と技術提携し、クロ

スライ センス で互い に良い点を 出し合っている。

ローラ ン ドはア メリ カ のシン セサイ ザ ーを研 究

し、アメ リカ より遥か に安価なシンセサイザーを

作り出すことに成功 した。 同社 は売上の7割 が海

外であり、技術 面でも海外メーカーとの交流 にき

わめて積極 的である。

④注文を断らない

　 平安コーポ レーション の鈴木社長とパルステッ

ク工業 の木 下達夫社長 から期せず して、「注文が

あれば断らず に何でもやってきた」という言葉が

出た。パルステック 工業 は 「楽器電子化の流れが

あり、そ のた めの機械設備 、検査機が必要 になっ

た。 それらはまだ世 にないものであり、 自力で設

計し、製 作し、納入 した。光ディスク ・光ピック

アップの検査装置で 当社 が最先端であり、競争相

手はいない。 大手にとってニッチだから大手も 入

ってこない。DVD評 価システムで は当社 の装置

が原器 になっている。DVDに は定められた規格

がな いの で、 当社 の装置 の仕様 が 世界標 準で あ

る。世界標 準 になる と強い」。ま だ手が けた こと

がない注文を受けれ ば、失敗する可能性も あるは

ずである。 しか し両社 はとにかく注文を受け、技

術者 は書物 などを参考 にしな がら機械を設計 ・製

造した。それ によ り技術 が向上した。

　 受注生産型 の場合 、需要の変動が大きい。した
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がって注文の選り好みをしていてはす ぐに食 えな

くなってしまう。断らないのは生き残 るた めで あ

ったろう。 同時 にある程度はやれる 自信 があった

か らでもあろう。 自信は受注を繰 り返 すうちにつ

いていったと考えられるし、また周りに協力を得

られる企業がいたこと(集 積のメ リット)も 支 え

になったと考えられる。

⑤ライバルとの競争

　平安コーポレーションと庄 田鉄工との熾 烈な競

争 は、浜松のライバル企業物語のなか に必ず登場

する ほど有名である。平安コーポレーショ ンの鈴

木社 長 によれ ば、「父も私も 開発 が好 きで、庄 田

鉄 工所が新製 品を 出すとすぐに負 けるなと似た製

品を 出した。庄 田の社長も 技術系で、互いに新製

品を出し合った。 昭和44年 にNC工 作機 械を 出

した。庄 田が半年先行したが、向こうのは直線 、

当社 のは最初か ら 曲線」。 やはりライバ ルが近 く

にいると余計 に闘志がわくようだ。ライバル との

競争が双方を鍛え、他の地域の企業を圧倒する競

争力を身 につけさせた。

4　 ベンチャー企業群

　 第一次石油危機 後 に創 業した企業をベ ンチャ ー

企業 とする。そうすると表1で1977年 創 業の浅沼

技 研 以 下の10社 がこ こ に入 る(ロ ー ラ ン ド デ

ィー.ジ ーは子会社のため除く)。

4.1　 創業者像

(1)出 身企業

　 10社 の創業者を 出身企業の規模別 にみると、創

業直前 に大企業 に所属していた人が5名 、直前 は

大企業で はないが以前に大企業に所属していた 人

が3名 である。後者の3名 も 基本的な技術やノ ウ

ハウを大企業時代 に身につけたと考えれば、10名

のうち8名 が大企業 出身者 となる。 また前者5名

のすべてがヤマハ発動機 の出身者 である。

　 大企業で培った技術を基に独立創 業する、こ れ

は米 国シリコンバレー等の研 究開発型ベンチャ ー

の典型的な創業パターンである。従来、 日本 では

中小企業の労働者が独立開業するパ ターンが多か

った。浜松も創業全体としては大企業ス ピンア ウ

ト組よ り中小企業スピンアウト組の方が多いだ ろ

う。しかし大企業スピンアウト組が 目立っている

というこ とは、彼らがそれだけ高い技術 とノウハ

ウを持っているからと考えられる。

　 ヤマハ発動機の 出身者が圧倒 的 に多い点をどう

考えた らよいだろうか。スピンアウトは浜松 の風

土というよりヤマハ発動機 の風土なのだろうか 、

あるい はたまたまリストラがあったためにヤマハ

発動機か ら多くのベンチャーが出たのだろうか。

これ について は創業した方々からも ヤマハ発動機

の特 異性を指摘 する意見 が聞かれた。「野人 が多

い 」(セ リオ　 中島頼雄社長)、「みな 出よう と思

って いる。 ひとつに は待遇 が良くな い」(ア ール

テック　 小杉 隆司社長)、「ヤマハ発動機 は飛 び出

ても外で会社を支えれ ば良いという考え。 人のつ

なが りを大事 にする」(ア メリオ　 三浦曜社長)、

「ヤ マハ発動機 からのス ピンオフ が多い。イン キ

ュベータで はないかと思う。ただし 自分が独 立し

た 頃(1987年)は そういう風潮はなかった。 当時

ははみ 出し組が辞めた。ヤマハ発動機 に同期入社

した人たち は、マリンスポーツが好き、オ ートバ

イス ポ ーツ が好き 、 サッカ ー が好き とい う具合

に、遊び が好きで企業文化に夢を抱いて入 った。

会社 へのロイヤル ティ はない」(ス ペ ース ・ク リ

エイ ション　 青木 邦章社長)。 確か にヤマハ発動

機 にはスピンアウトしやすい風土があるようだ。

　 ただしリストラが創 業のきっかけになっている

こ とも確かである。5名 のうち3名 がそれをき っ

か けに独 立している。ヤマハ発動機 以外の大企 業

か らベンチャーがあまり 出ていないのは、それ ら



が大規模 なリス トラをしていないからでも あるだ

ろう。

　 浜松都市 圏には従業員300人 以上の製造 業事業

所が86あ る(1996年 「事業所 ・企 業統計 」)。 こ

の数は 、京浜 葉大都市 圏(1174)、 京 阪神 大都 市

圏(649)、 中京大都 市圏(445)を 別格とすれ ば、

北九州 ・福 岡大都市 圏(126)に 次ぎ、広 島大都

市圏(69)を 上 回る。しかもこのなかの相 当数が

地元企 業 の本社 工場 ある い は主力 工場 とみ られ

る。 した がって浜松 は生産のみならず研究開発の

一大拠 点となってお り
、そのため研究開発 に従事

する技術者 の層 が厚い。一たん大企業がリストラ

を行 えば研 究開発型 のベンチャーが生まれ 出る素

地がここ にある。

(2)創 業理由

　 創 業理 由を動機 ときっか けに分けて考える。動

機 は創 業の 目的、創業 によって何を実現したかっ

たか であ り、きっか けはリス トラなど創業を後押

しした環境 要因である。通常 、二っがうまく重な

ったとき創 業が実現する。ただしここの10社 のう

ち3社 が どち らか一 方の 理 由だけ で創 業して い

る。 まず それを みよう。

　 動機 がそのまま理 由になっているのが浅沼技研

とス ペース ・ク リエイションである。浅沼技研 の

浅沼社長 は 「小 学校3年 生の ときから商売をやる

と決 めていた。 高校卒業後 、 日本電装 に1年 半勤

めた。 よい企業 のノウハウを盗みたかった。その

後 中小企 業の現場をいくつか経験し、29歳 で独立

した。子供 の頃か らけんかの武器をつくったり、

自動車 の修理 工場で遊 んでいた りした」。ス ペー

ス ・クリエイション の青木社長 は「子供のころか

らも のつくりが好きで東京高専 に進み、マリンス

ポー ツが好 きだ った ので ヤマハ 発 動機 に就職 し

た。 高専に行ったの は、子供のころから独立指 向

で早く社 会に出たかったか らである。10年 間大企
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業 に勤め 、30歳 で独 立 し所 帯を持 つ計 画であ っ

た」。 二人の場合 は動機 がすべ てであり 、動機 は

独 立そ れ 自体で ある 。確 信 的企 業 家と いえよ う

か。

　 この対極 にいる のがライト技建の大橋千秋社長

である。 大橋 氏は 「会社を 自分でやってみないか

と説 得され、勇気を 出して独 立した。それ以前 に

は独 立する気 は全くなかった。お金がないと言っ

たら、部下が預金通 帳を 出してこれを使ってくれ

と言ってくれ た。また大学の 同級生が名古屋で建

設会 社をやっ ていて 、そ の浜松営業所 にしてくれ

た。最初 は仕事がな くてずっ と座 っていた 」。 大

橋氏の場合 は周 囲の勧 めというきっかけがすべて

であった。 氏の人格 のなせるわざであろう。稀有

なケ ース と考えられる。

　 他 の7社 では動機 ときっか けが混在している。

その場合 、動機 は主にテ ーマ(や りたいことをや

るために独 立する 、サラリーマンで はやりたいこ

とがやれない)で ある。ヤマハ発動機をスピンア

ウトしてソフ トウエアベンチャーを起こした3氏

がそうであり、アイアコスの鈴木覚社長も そうで

ある。それ以外 の動機 として は、収入がある。セ

リオ の 中島氏は 「収入3倍 、休み3倍 と思ってい

た。(し か し収入 は3分 の1に な り、休み はなく

なった)」。 浅沼氏の独 立指 向も背景 には収入増へ

の期 待があったかも しれない。しかし、収入は必

ずしも 浜松の創 業者 を突き動かす動機 になってい

ない。 む しろ 「収入 だ け考 えた ら独 立 は無謀 」

(ア ールテ ック　 小杉社長)と い う感 覚が支 配的

である。

　 きっか けは多様である 。「創業 のきっか けは、

あるプリンタメ ーカ ーか らロシア文字のフォント

がつくれた ら買う といわれたこ と」(リ ムコ ーポ

レーショ ン　 竹塚 直久社長)。「東京のゼネコン に

5年 間勤め、そ の後 、地元浜松の設計事務所 に勤
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めた。設計コンサルの仕事は、絵を描 き、次に設

計し 、許認可をとって実施するということで、面

白かった。しかし施主とゼネコンが喧嘩し、具合

が悪くなった。ゼネコン に入ろうかと思った が、

採用がなく、外注なら仕事を 出すといわれ 、独 立

した 」(平 成 技研 　 中村源一郎 社長)。「よく知っ

ている 同僚が独立するの につられて独 立した。 無

謀だが何とかなると思った。ヤマハ発動機 では辞

める人が多い。先輩がガンとやっていると 自分も

でき るのでは と思う。また勤続20年 の 人が600人

い た。 この ままい た らエライ こ と になる と思っ

た。 同年代 の窓際族も既 にいた」(セ リオ　 中島

社長)。「独立したのは、社会の流れに動か された

面もある。ちょうど静岡県のベンチャー支援策 が

いろいろ 出てきて、創 業1年 前にイ ンキュベ ータ

ができ ると いう話 があ った 。最 初 は 自宅で 創 業

し、イ ンキ ュベ ータ に 申し込ん だ(ア イア コス

鈴木 社長)。 受 注の見通 しがあれ ば確か に創業 し

やすいだろう。またリストラという後 ろ向きの要

因だ けでなく、企業風土やベンチャー支援策も創

業を促している。

4.2　 成長の道程

　 先 に中堅クラスの企業がNo.1に なるた めのポ

イン トをみた。①ニッチ市場の取り込み、②大 手

との信頼 関係、③海外技術、海 外営業、④ 注文 を

断らない 、⑤激しい競争、である。ベ ンチャ ー企

業10社 がこれらの点でどうであるかをみる。も ち

ろんベンチャー企業と 中堅クラス の企 業では成長

段 階が異なるから、ベンチャーならではのポイ ン

トもあるだろう。それも みる。

(1)中 堅クラスとの比較

①ターゲット市場

　 10社 ともニッチ市場に狙いを定めている(具 体

的な タ ーゲ ッ ト市 場 は以 下 の とお り)。 た だ し

ターゲットの定め方は異なってきている。 中堅ク

ラスの企業と比べると、創 業からの年数 の関係も

あろうが 、最初から市場を絞りこんでいる企 業が

多い。

アルモニコス:3次 元CAD関 連 ソフトウエア

アメリオ:3次 元CAD関 連ソフトウエア

ア ールテ ック:医 療用システ ム、3次 元CAD

　　　　 関連ソフトウエア

アイアコス:病 院用受付システム

リ ム コ ーポレ ーション:フ ォ ン ト開発(主 に

　　　　携帯電話用)、 情報機 器テスティ ング

ライト技建:水 道管補修、水道管清掃 、緑化

浅沼技研:超 精密計測サービス

スペース ・クリエイション:各 種特注機械(主

　　　　 に計測装置、試 験装置)

セリオ:電 動カート販売

平成技研:廃 プラスティ ック利 用地下式ダム

ライト技建:水 道管補修、水道管清掃 、緑化

　 10社 のなかでソフトウエア開発の5社(上 か ら

5つ)が 当初からターゲットを上記の市場 に絞 っ

ていた。またライト技建も そうであったとみられ

る。ソフ トウエアでは他が真似のできない技術 を

持っていないとすぐ に淘汰される。そのため狭 い

分野で技術を深める傾 向が強い。アル モニコス の

秋 山雅弘社長 の言葉が象徴 的である:「 分野を拡

散 しな いで ある範 囲 に集 中する よう にやっ て き

た。 当社の分野 はソフトウエアの開発、そのなか

で設計 ・製造 に特化、さらにそのなかで3次 元及

び3次 元 関連の先端問題解 決 に特化。分野を特化

すること により多様な業界と付き合うことができ

る 」。リムコ ーポレーショ ンは、タ ーゲット市場

をプリンタ用フォントから携帯電話用フォ ントに

変えているが 、フォント開発のなかでの変化 であ

る。 得意技 は変 わってい ない。「プ リンタ用の ロ



シア文字 のフォ ントROMを 開発し、ちょうど各

プリンタメ ーカ ーが輸 出に乗 り出していた頃で、

海外 言語 用のフォン ト需要が増え、 当初は海外言

語専門で伸びた。いま は携帯電話用のフォントが

主力。 手がけた言語 として 日本語が最後で、 日本

語にはライバル が多かったた め、携帯電話用のフ

ォ ントに特化した」(竹 塚社長)。 リムコーポレー

ションは、携帯電話用フォン トの分野で大手と正

面か らぶっか り合い 、少ないドット数で読みやす

い文 字を 開発す るこ と によ りデフ ァク トスタ ン

ダ ードの地位を獲得 しつつある。開発のスピード

が重要な ソフ トウエア 開発で は、小さい企業でも

技術 力があれ ば大手 に勝つこ とができる。

　 これにたいし 、徐 々に得意分野を絞りこんでい

ったのがスペース ・クリエイションであり、かな

り大きくターゲッ トを変 えたのが浅沼技研、セリ

オ 、平成 技研である。

　ス ペース ・ク リエイション は「創業 当初、産業

界のコンビニエ ンス ・ス トアを標榜した。何でも

やるというこ と。海 中を 除き 、空のものも 陸のも

のも海 上のも のも何でもつくる 自信があった。手

がけた製 品として 、ISO9000関 連 の計測機械 、

まぐろはえ縄漁位置計算ソフ ト、冷凍マグロ加 エ

ロボットなど。コンサルティングも行う。バブル

崩 壊 後、計 測 、開発 試験 関連 に分 野を絞 り込 ん

だ。 いわばコン ビニか らドラッグストア に転換し

た」(青 木社長)。 これ は平安コーポレーションや

パルステ ック 工業が辿った道 に似ている。

　 浅沼技研 は治 工具か ら始めて 、 自動車部品の試

作に重点を移し 、あるこ とをきっかけ に計測精度

の追及 に邁進 した。「も のつく りには長さ が必要

である。14年 間、長さを どう管理すれ ばよいかを

考えてき た。大 阪のメーカー に部 品を納めたらク

レームがっいた。サイズ に 自信があったの に下請

けだから相 手にされなかった。悔しくてサイズを
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正確 に測る機械 をつ くろう と思った。5年 間、ド

イ ツの3次 元計測器 を使 って測 り続 け、0.3マ イ

クロンの精度保証を 可能 にした。試作で儲けたお

金をっぎこんだ。5億 円は使った。他 にやってい

る企 業はない」(浅 沼社長)。 これ は、ソミック石

川 の 辿っ た道 とは異 なる が 、多く の下請 けメ ー

カー が 自立して いっ た過 程 と似 て いる と思 われ

る。

　 セリオ は創 業者 の中島氏が起こしたふたっめの

会社 である。 セリオ の業務 は当初から電動カート

の販 売であるが、最初の会社の業務とは全く異な

っている。「最初 、中古 品をベ トナム に売 った。

しか し誰 でも できる仕事なので 、すぐ食っていけ

なくなった。 中古品をコンテナー杯 に集めるの に

お金 がかかっ た。そ のう ちに台湾製の電動カート

にめぐりあっ た。ヤマハ発動機での最後の勤務地

が台湾 で 台湾 にはな じ みがあ った。 いま 障 害者

用、高齢者 用の電動カー トを 日本で15社 がつくっ

ている。 トップ はスズキ 、あ と 日産、サンヨー、

クボタ、アラ コ等。 日本 の総需要3万 台、スズキ

が1万 台、こ れ にたい し 台湾 のメ ーカ ー(Pih-

siang　Machinery　 MFG.)は5万 台生産、コスト

2分 の1。 当社 はそ の輸 入総 代理 店 にな った 。

2000年3.月 までは元気な お年寄 り向け に売ってい

た。4月 に介護保 険がスター トし 、レンタルを始

めた。介護保 険によ り月2万 円のレンタル料でも

本人負担 は2千 円で 済むよう になった。これ に乗

った」(中 島社長)。

　 平成技研 は土木 関係のエンジニアリング企業で

ある。バ ブル崩壊後 の環境変化のなかで進むべき

道を考え、浅沼技研 の浅 沼社長との 出会いが転機

をも た らした。「平成 元年 に独 立し、設計 事務 所

としてスタ ートした。バブルの真っ只 中で下請け

的な仕事か ら始めた。5年 ほど前 、バブルが崩壊

し環境問題 が重要になってきたころ、土木の世界
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で 良いと思ってやってきたことが間違 っていた の

か 、土木で誇りをも ってやれることは何か を考 え

た。いままで木を切ってきた、緑を戻した いと思

った。木 には水がいる、水を貯めるこ とはなくな

らない 、そ こで地 下 式ダム に注 目し た。コ ンク

リー トで はなく廃プラスチックを利用 するこ とを

考えた。その技術認定をとり、実証が必 要になっ

たとき 、浅沼技研の社長 に出会った。社長 がやっ

てみうといって、発注してくれた。 浅沼技研 の社

長と は地域テクノポリスの勉強会で出会った。普

通の建設会社 になるか、研 究開発型 の会社 にな る

か 、いま分岐点 に立っている」(中 村社長)。

②大手との 関係

　 中堅クラスでは、大手(顧 客としての)と の信

頼 関係のなかで伸びた企業が多かった。今 回のベ

ンチャー企業では、ヤマハ 発動機ス ピンアウト組

にその傾 向がみられる。その場合の大手はヤマハ

発動機である。

　 ヤマハ 発動機 の長谷川武彦 会長 によ れ ば、「当

社か らスピンアウトしてベンチャーを起こす人 が

多いが 、これは浜松の風土ではなく当社 の風 土と

言える。HY戦 争の後に独立した人が多い。独 立

しても 当社と 関係 を持つこ とを奨励 している」。

スピンアウト組も 同社との関係 を重視 している。

「ヤ マハ発動機 を辞める とき、二つ の条件をい わ

れた。1.ヤ マハ発動機の仕事を手伝 うこと、2.

社員を 引っ張らないこと。仕事を手伝 った のでヤ

マハ発動機の 口座を開くことができた。ヤ マハ発

動機の仕事は試作エンジンの実験装置など売上の

25%程 度を 占める」(ス ペ ース ・ク リエイショ ン

青木社長)。「ヤマハ発動機 はいまでも 当社 の情報

源である」(ア メリオ　 三浦社長)。

　 浅沼技研は下請けの悔しさをバネ に超精密測 定

の技術を磨き、大手企業や計量関連専門機 関に伍

して 日本計量振興協会の 「長さ」における認 定事

業者 になっ ている 。 同社 はこれ を基 に一般 ユ ー

ザー にたいしブロックゲージの校正サービス を提

供している。

　大手と対等な 関係 に立っことを強く意識 してき

た のが、リムコ ーポレーシ ョンである 。「創業 当

初か ら機器メーカーと対等の立場 に立っことをポ

リシーとしてきた。ソフトメ ーカーとコンピュ ー

タメーカーの 関係は、後者が仕様を決め、それ に

従い前者が納入するという上下の関係 にあった。

これを変えたかった。そのため開発 したフォ ント

について は当社が著作権を持ち、メ ーカ ーにライ

センス供給する形をとった」(竹 塚社 長)。

　大手との 関係も変わってきているようだ。ヤ マ

ハ発動機 とスピンアウト組との関係 にしても 、上

下というより は並列である。彼 ら に大手に付 いて

いく という感覚 はない。

③海外との 関係

　海外との 関係が最も 強いのがセリオである。 セ

リオの市場 は国内であるが、仕入先は台湾 の電動

カー トメーカーである。 中島氏のヤマハ発 動機 に

お ける海外営業の経験が活きている。技術 面では

浅沼技研が海外からの導入と情報交換に積極 的で

ある。ドイツの測定器 を入れ、ドイ ツに社員 を研

修 に行かせている。浅沼氏はアメ リカ、ドイツ が

国家標準の測定基準づくりに先行し、 日本 が遅 れ

たこ とに強い危機感を持っている。またアメ リオ

は、シリコンバレー にCosmo　 Works,　 Inc.を 設

立、東京 の海外CAD・CGソ フトの輸入会社設

立にも資本参加し、世界の先端情報が入る体制 を

つくっている。

　他の企業 は海外との交流が少ないようである。

顧客 が国内、競争相手も主に国内だからであろう

か。 日本の技術レベルがそれだけ上がった証拠 だ

ろうか。

④注文を 断らない



　「注文を 断らない」 という精神 はス ペース ・ク

リエイシ ョンに引き継 がれている。しかし他の企

業か ら類似 の発言 はなかった。先 にターゲット市

場でみた ように、いまのベンチャー は早くから得

意分野を絞り込 む傾 向があるか らだろう。

⑤ライバル との関係

　 若 い企 業の経 営者 の意識 は、何がなんでもライ

バル に勝 つとい うよ りも 、協力すべきところは協

力してお互いが強くなろう 、という方 向に変わっ

てきている。

　「ライバル は沢 山い るが、彼 らは競争相 手であ

ると とも に協力 相手 であ る。3次 元ソフ ト には

CAD、 　CAM、 　CAE(解 析 ・シミュレーション)、

CAT(検 査)、　PDM(製 品データ管理)な ど様々

な分野がある。これ ら全てを1社 でやるのではな

く、共同して進 めれ ば良い。これらのソフトは沢

山あった 方が良い。いま はこれ らのつなぎが足り

ない」(ア ルモニコス　 秋 山社長)。 専 門特化の傾

向が強いソフ トウエア産業で個 々の強みを持ち寄

る傾 向が強くなるの は 自然なことだろう。協力意

識 はそれ 以外 の産業でも 高まっているが、これに

ついては、企業 間関係全体 に関わることなので次

槁 で論 じたい。

(2)ベ ンチャーな らで はのポイント:支 援の風土

　 ベ ンチ ャー企 業は資金調達 、販路 開拓、人材調

達などの様 々な 苦難 に直面する。そのとき に良い

支援者 に恵まれるか どうかがベンチャー企業の命

運を決 めがちである。今 回の10社 もそのような支

援者 に出会い 、支援を受 けている。その場合の 出

会いと支援 は、①取 引縁 によるものと、②地縁に

よるも の に分か れる 。な お 、金 融機 関や 行政機

関 、商工会 議所 な ども 様 々な 支援 を行 ってい る

が、ここ ではそ のようなフォーマルな支援ではな

く、イ ンフォーマルな支援 について述べる。

①取引縁 による支援
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「浅沼技研も苦しかったときにホンダに助けら

れた。ホンダが出すのならと金融機関がお金を貸

してくれた」(平成技研　中村社長)。 取引関係が

親密であれば、取引先企業の技術力や社長の力量

が分かる。分かれば支援すべきか否かの判断がし

やすい。いささか性格は異なるが、ヤマハ発動機

がスピンアウト組に行っている発注や情報発信も

ここに入れてよいだろう。

　またいささか性格は異なるが、ライト技建が浜

松市役所から受けた受注もここに入ろう。「最初

は仕事がなくて、ずっと座っていた。前の会社の

部長や課長が心配してきてくれた。そのときに浜

松市の局長が仕事を出すと言ってくれた。通常、

市の仕事の指名対象になるには2年 の実績がい

る。しかし局長がFRP更 生工法を使う特殊な仕

事だからと総務課長を説得し、随契で発注してく

れた。浜松市役所は全国に先駆けて圧力式下水道

を採用している。市役所の風土には70、80年 代の

人の気風が受け継がれている」(大 橋社長)。 大橋

氏の前の会社での仕事が認められていたかであろ

うし、氏に独立を勧めた上司(元 市下水道部長)

の助けもあったかもしれない。

②地縁による支援

　平成技研が浅沼技研の浅沼社長から受けた支援

は、形は発注つまり取引であるが、異業種交流会

での出会いがきっかけであり、地縁による支援に

入ろう。リムコーポレーションの竹塚社長も会で

の出会いの重要性を語る:「 協同組合フロンティ

ア浜松に参加しているが、そこに地元の資産家が

入っていて投資してくれる。彼らは、 自分たちは

世界に羽ばたく企業ではない、しかしそういう企

業を輩出したいと考えている」。またアメリオは

金融機関との取引開始にあたり有力者の支援を受

けた。「運転資金は浜松信用金庫から借りている

が、浜信に顔が利く人がいてその人が浜信にプッ



106　 浜松の企業と風土の研究(そ の1)

シュしてくれた。肝っ玉がでかくて旦那と言 える

人である」(三 浦社長)。

　 そしてセリオ。セリオの創 業と成長 は川 島氏 と

いうエンジェルの存在なくしてありえなかった。

「電 動カー トの輸 入代金 が必要 になった 。しか し

自分の資力ではたりない。そのとき川 島さんに出

会った。川 島さんはアルミのリサイ クル で一代 を

成した人で、㈱川島の会長。これまでベ ンチャ ー

企業を35社 くらい育ててきた。彼 らは川 島グル ー

プとして 日本全 国に散ら ばっている。川 島さん に

ビジネスを説明すると、一ヵ月後に、面 白い、お

金 を 半分 出す とい っ て くれ た 。 最 初 、 資本 金

4,500万 、しかし 自前のお金がなく、私が500万 、

川 島さん500万 の1,000万 でスタ ート(1997年7

月)、 それプラス3000万 の与信枠 を川 島さんか ら

貰った。電動カートを売った代金で返 す条件で あ

った。 その後 、増 資して資本金 を7,200万 にした

とき 、保 証枠を7,000万 に増やし ても らった。こ

れで助かった。神風だった」(中 島社 長)

　 取 引縁 や地縁 による 支援 は以 前か らあっ た。

「本 田宗一郎 さんが 困った とき に、 日本 形染が お

金を貸した。浜松ホトニクスの晝馬さんが昭和20

年代 に苦労したとき、友人の産元からお金 を借 り

た」(大 和染工　加藤輝隆会長)。 このような助 け

合い はどの地域 にも程度の差はあれ共通してみら

れる ところであろう。浜松の特色は助け合 いの精

神 が風土と して根 付いて いることであ る。「浜松

には仕事を相手 にまかせようという風土、お互い

に助 け合う風 土がある 」(パ ルス テック 工業　木

下社長)。「浜松 はやる気を持っている者 には冷 た

くしない。少なくとも 足を引っ張らない。 ただ し

や らせて上 手くいった ら 自分もやる 」(ア ールテ

ック　 小杉社長)。

　浜松のチャレンジ精神を表す言葉に 「や らま い

か」 がある。と にかくやってみよう、という意 味

である。これ は、誰か成功者が出ると、あいっが

できるのなら俺もできる、と続々と追随者 が出る

こ と に繋が ってい る。 そ して今 回気 がつ いた の

は、「や らま いか」がや らせてみよ うという応援

の精神 にも繋がっていることである。チャレンジ

ャー はチャレンジャーを大事 にするということだ

ろうし 、チャレンジャーの成功をみてきた地域 は

自らがチャレンジャーでなくても 出ようとする者

を応援するということだろう。
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